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向島保育園
合同クリスマス会について

(4)児童館を支える地域 向島南児童館協力会
   組織作り 向島南民生児童委員会

向島南社会福祉協議会

合同節分・ひなまつりについて

遊戯室 総会準備作業 向島南学区社会福祉協議会
印刷機 各イベント他掲示・配布物作成

図書室 会合 向島南民生児童委員会

遊戯室・育成室・図書室 子育てサロン 向島南学区社会福祉協議会 地域の乳幼児保護者と児童館との関係がひろがった
社協との連携関係が深まってきた。

館庭 ペタンク　クラブ 向島南学区体育振興会

印刷機 広報ビラ等の印刷 向島南学区コミュニティサークル「陶芸」コミュニティサークル再開に伴って　館の方も参加しつつ
会場の清掃、印刷物などの支援を始める。

(6)地域調査活動 全指定経路の道路環境 向島南児童館
周辺環境

この引き続きのコロナの影響で
児童に関わる保護者等用心を重
ねてきた。。実質的な打ち合わ
せと情報交換を可能な団体との
み実施した形となった。参加を
求められなかったこの時期から
児童の保護者を再度巻き込む形
を作る工夫が必要となってきて
いる。年度終盤からは回復の兆
しもみられるので次年度には活
動を徐々に拡大しながら実施し
ていきたい。

以前から登館・帰宅経路の実態を目視中心であるが定期
的に確認してきた。状況に応じて　危険と思われる個所
で可能な班内で見守り活動を継続し　その都度危険状況
を確認している。従来から市の方に提出している交差点
の安全性、学校からの登館ルートとなっている踏切の存
在は今後も注視していかないといけない点である。

登館・帰宅経路の実態調査
経路の安全性と適切性の
確認見直し

子育ておでかけ隊(年3回）につい
て

次年度の活動の方向性について

地域諸団体との関係が深まった。子育てサロンとの連携
の中で児童館が地域に身近なものとなってきた。地域団
体の利用拡大を図り、児童館の認知度をたかめる。また
印刷機の利用等備品使用や会場貸与など利用に資する関
係である。

職員の目視による実態調査
及び安全マップをもとに帰
宅指導等利用して再確認し
ている。
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(5)地域への施設提供

校庭ほどの広さを必要としない取組なので児童館館庭借
用の要望があり　乳幼児クラブと重ならない日程で使用
してもらっている。


